
幹 部 会 報 告 事 項 

令 和 7年 1月 27日 

総 務 局 

事 

項 

株式会社ヘラルボニーと連携した「ＤＥ＆Ｉ体感ワークショップ」の開催に

ついて 

内 
 

 
 

容 

  

本市は、今年度策定した名古屋市総合計画２０２８において、多様性を認め

合い、性別や年齢、障害の有無、国籍などに関わらず、誰もが自分らしく暮ら

すことのできる「ダイバーシティ都市・名古屋」をめざすこととしています。 

この度、若者に広くＤＥ＆Ｉ※について考えてもらうきっかけ作りとなるよ

う、体験型イベントを開催します。 

 ※ＤＥ＆Ｉ：「Diversity（ダイバーシティ、多様性）」「Equity（エクイティ、

公平性）」「Inclusion（インクルージョン、包括性）」の頭文字からなる略

称。企業経営において、従業員それぞれが持つ多様な個性を最大限に活かすこと

が、企業にとってより高い価値創出につながる、という考え方。 

 

１ 日 時 令和7年2月25日（火）10：00～17：30  

２ 会 場 名城大学 ナゴヤドーム前キャンパス 社会連携ゾーンshake 

３ 参加者 市内の学生等 30名 

４ 内 容 （１）趣旨説明（ダイバーシティ都市・名古屋をめざして、大学

連携について） 

（２）株式会社ヘラルボニーによる講演、マイノリティを擬似的 

に体験できるワークショップ 

 

（参考）株式会社ヘラルボニーについて 

「異彩を、放て。」をミッションに、障害のイメージ変容と福祉を起点に新たな文

化の創出を目指すクリエイティブカンパニー。障害のある作家が描く2,000点以上のア

ート作品をIPライセンスとして管理し、正当なロイヤリティを支払うことで持続可能

なビジネスモデルを構築。ライフスタイルブランド「HERALBONY」の運営をはじめ、企

業との共創やクリエイティブを通じた企画・プロデュース、社員研修プログラムを提

供するほか、国際アートアワード「HERALBONY Art Prize」の主催など、アートを軸に

多角的な事業を展開。2024年9月より海外初の子会社としてフランス・パリに

「HERALBONY EUROPE」を設立。 

備 

考 

本件については1月23日（木）に市政記者クラブに資料提供しました。 

（企画部企画課 内線 2203、総合調整部総合調整課 内線 2217） 

 



SESSION1 知る SESSION２ 感じる

講演＋ワークショップ ボードゲーム型ワークショップ
・DE＆Iを自分事とするための
オリエンテーション

・マジョリティの特権に気づき自身の
立場を客観視する

名古屋市総務局企画部企画課 TEL:052-972-2203

開 催 日 時

２／２５

実施プログラム

Tue

対象 市内の学生等

定員 先着 30 名

※全日程に参加できる方のみ
ご応募ください。

企業からも注目の集まる Diversity、
Equity、Inclusion ってなんだろう？

マイノリティの疑似体験を通して楽しく学ぼう！

１０：００～１７：３０（昼休憩を含む）

（９：４５開場）

名城大学ナゴヤドーム前キャンパス

社会連携ゾーンshake
＠

▼申し込みはコチラ

名古屋市は、総合計画２０２８において、

「ダイバーシティ都市・名古屋」を

めざすこととしています。

「異彩を、放て。」をミッションに、障害のイメージ変容と福祉を起点に新たな文化の創出を目指すク
リエイティブカンパニー。障害のある作家が描く2,000点以上のアート作品をIPライセンスとして管理し、
正当なロイヤリティを支払うことで持続可能なビジネスモデルを構築。ライフスタイルブランド
「HERALBONY」の運営をはじめ、企業との共創やクリエイティブを通じた企画・プロデュース、社員研修
プログラムを提供するほか、国際アートアワード「HERALBONY Art Prize」の主催など、アートを軸に多
角的な事業を展開。2024年9月より海外初の子会社としてフランス・パリに「HERALBONY EUROPE」を設立。



幹 部 会 報 告 事 項 

令 和 7年 1月 27日 

総 務 局 

事 

項 

令和6年度「なごやSDGsアワード」受賞者の決定及び表彰式の開催について 

内 
 

 
 

容 

 

名古屋市域全体におけるSDGs達成に向けた取組を推進するため、名古屋

市SDGs推進プラットフォーム（以下、プラットフォームという）会員の優

れた取組を表彰する「なごやSDGsアワード」を初めて実施し、このたび、

受賞者が決定しましたので、表彰式の開催とあわせてお知らせします。 

  

１ なごやSDGsアワード実施概要 

（１）応募期間 令和6年10月1日（火）～11月15日（金） 

（２）応募対象 会員が実施する地域課題の解決やSDGs達成に資する取組 

（３）応 募 数 12件 

 

２ 受賞者 

賞名 会員名 取組名 

最優秀賞 株式会社折兼 

一般消費者への啓発でエシカル消費の

意識向上 使用済容器の再資源化と課

外授業の実施 

優 秀 賞 
一般社団法人 

SDGsヒーローズ 
なごやみらいフェスティバル 

 

３ 表彰式 

（１）日時 令和7年1月28日（火）14:00～ 

（２）場所 名古屋東京海上日動ビルディング（2階 ABホール） 

（３）内容 市長による表彰盾の贈呈、記念撮影 

  ※表彰式はプラットフォーム会員同士の交流イベントの冒頭で実施 

 

備 

考 

本件は1月22日に、市政記者クラブに資料提供済みです。 

（企画部企画課 内線 2212） 

 

 



SDGs SDGs SDGs SDGsSDGs



SDGs SDGs SDGs SDGsSDGs



 

幹 部 会 報 告 資 料 

令和 7 年 1 月 27 日 

総 務 局 

環 境 局 

事 

項 
職員の服装の軽装化（エコ・スタイル）の通年実施について 

内 

 

 

 

 

 

容 

 

下記の通り、年間を通じて軽装での勤務を推奨する取組を実施することとしますので、ご報

告いたします。 

 

１ 開始日 

令和７年２月３日（月） 

 

２ 目 的 

・働き方改革 

職員自らが快適で働きやすい服装を選択できるようにし、活気ある職場環境の創出やモチベ

ーションアップなどを図り、その結果として業務の効率化や市民サービスの向上、職場の魅力

度向上につなげます。 

 

・カーボンニュートラルの機運醸成 

一年を通じ、気候に合わせて柔軟に服装を選択することで、職員一人ひとりが省エネや気候

変動の適応策を自分事として捉え、カーボンニュートラル実現に向けた機運醸成を図ります。 

 

３ 実施内容 

年間を通じて、以下「軽装の考え方」を踏まえたうえでの、軽装勤務を推奨してまいります。 

ただし、職務上の必要性や従来の職場慣行から、作業服など特定の被服を着用する必要があ

る場合には、従来の取扱いで差し支えありません。また、ネクタイやジャケットの着用を一律

に禁じるものではありません。 

軽装の考え方 

・気候・仕事環境・体調等に応じて、快適に勤務できる服装。 

・執務における服装として公務員としての信用と品位を損なわず、市民に不快感を与えない 

清潔感のある服装。 

・TPO（時間・場所・場合）を踏まえ、各所属において判断することとする。 

 

４ 市民向け周知について 

市民に本取組を周知するため、各局区室等において市民の来庁が見込まれる窓口や施設にお

いて、別紙１のポスター及び別紙２の窓口掲出用ポップの掲示にご協力ください。 

 

備 

考 
本件は、本日、市政記者クラブに資料提供を行います。 

総務局職員部人事課              内線 2124 

環境局環境企画部脱炭素社会推進課       内線 2692 



 

令和 7 年 1 月 27 日 

 

各局区室長 様 

 

総 務 局 長 

環 境 局 長 

 

職員の服装の軽装化（エコ・スタイル）の通年実施について（通知） 

 

職員の働き方改革及びカーボンニュートラルの機運醸成を目的に、下記の通

り、年間を通じて軽装での勤務を推奨する取組を実施することとしますので、

貴所属職員に周知していただくようお願いいたします。 

 

記 

 

１ 開始日 

令和７年２月３日（月） 

 

２ 目 的 

・働き方改革 

 職員自らが快適で働きやすい服装を選択できるようにし、活気ある職場環

境の創出やモチベーションアップなどを図り、その結果として業務の効率化

や市民サービスの向上、職場の魅力度向上につなげます。 

 

・カーボンニュートラルの機運醸成 

  一年を通じ、気候に合わせて柔軟に服装を選択することで、職員一人ひと

りが省エネや気候変動の適応策を自分事として捉え、カーボンニュートラル

実現に向けた機運醸成を図ります。 

 

 

 



 

３ 実施内容 

年間を通じて、以下「軽装の考え方」を踏まえたうえでの、軽装勤務を推奨

します。 

ただし、職務上の必要性や従来の職場慣行から、作業服など特定の被服を着

用する必要がある場合には、従来の取扱いで差し支えありません。また、ネク

タイやジャケットの着用を一律に禁じるものではありません。 

軽装の考え方 

・気候・仕事環境・体調等に応じて、快適に勤務できる服装。 

・執務における服装として公務員としての信用と品位を損なわず、市民に 

不快感を与えない清潔感のある服装。 

・TPO（時間・場所・場合）を踏まえ、各所属において判断することとする。 

 

 

４ 市民向け周知のご協力のお願い 

市民に本取組を周知するため、各局区室等において市民の来庁が見込まれる

窓口や施設において、別紙１のポスター及び別紙２の窓口掲出用ポップの掲

示にご協力ください。 

 

 

（本通知に関すること、働き方改革に関すること） 

総務局職員部人事課 

担当：石川 内線：2124 

（カーボンニュートラルの機運醸成に関すること） 

環境局環境企画部脱炭素社会推進課 

担当：山田 内線：2692 



式典等に出席する際の服装について 

 

「服装の軽装化（エコ・スタイル）（以下、「軽装化」という。）」を通年実施するに当た

り、以下のとおりお願いします。 

区    分 職 員 の 服 装 

式典・表彰式等の儀礼的な行
事 

軽装化の適用対象外とする。 
ただし、儀礼的な行事に該当するか否かの判断に迷う
場合には、軽装での出席または実施とする。 

本市が主催者でない会議等 

次のような手順で、あらかじめ会議等の主催者に対し、
本市の軽装化について理解いただいたうえで、軽装で
出席する。（※1） 

（１） 

会議等の主催者に対し、あらかじめ本市の
軽装化の趣旨について説明し、本市職員の軽
装での出席について理解していただくよう努
める。 

（２） 
事前に主催者側から他の出席者に対し、軽

装での参加を呼びかけていただくようお願い
をする。 

（３） 

（軽装後初の定例会議など、必要に応じて） 
当日、会議等の冒頭で、名古屋市の取組みと
して、軽装で出席している旨の発言を、主催
者側からしていただく。あるいは、職員自ら
が発言する場を設けていただく。 

本市が主催者となる会議 

必要に応じて次のような手順で関係者に呼びかけを行
ったうえで、原則として、軽装で実施する。 

（１） 
会議の出席者に対し、あらかじめ会議の開

催通知の中で、軽装で出席していただくよう
呼びかける。（※2） 

（２） 
会議の冒頭で、職員の軽装についてお知ら

せする。 

市内部の会議・打ち合わせ等 原則として、軽装で実施する。 

※１ 会議等の主催者へのお願いに際しては、必要に応じ、別添「服装の軽装化へのご理

解とご協力について（お願い）」を活用してください。 

※２ 会議開催通知における軽装化の呼びかけ文（例） 

 名古屋市では、働き方改革及び地球温暖化防止を図るための省エネルギーの取組み

として、職員は気候、体調等に合わせた軽装で業務を行っています。この取り組み趣

旨をご理解いただき、軽装で会議にご出席くださいますようお願いします。 

※３ 本会議及び委員会における取り扱いは従前どおり（夏季期間（５月～１０月まで）

に限ったエコ・スタイルについては継続） 

別添 



名古屋市では、職員の働き方改革、カーボンニュートラルの

機運醸成を目的に、軽装での勤務を推奨しています。

ご理解とご協力をお願いします。

別紙１
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                             幹 部 会 報 告 事 項 
令和７年１月２７日 
観 光 文 化 交 流 局 

事
項 

 市バス・地下鉄で歴史をめぐるスタンプラリーなごやヒストリカルウォーク 

実施について 

内 
 

 

容 

 

歴史的エリアＰＲ事業において「市バス・地下鉄で歴史をめぐるスタンプラリーな

ごやヒストリカルウォーク」を実施しておりますので、ご報告いたします。 

 

１ 趣旨 

交通局と連携し市内にある歴史的エリアの周遊促進のためスタンプラリーを実施し

ております。歴史スポットをはじめ、グルメ、体験を楽しみながらスタンプを集めら

れる内容となっております。 

 

２ 実施期間 令和７年１月２２日(水) ～ 令和７年３月２３日(日)  

３ 実施内容 市内の各歴史的エリア及び地下鉄駅に設置したスタンプスポット 11カ

所を市バス・地下鉄を利用してスタンプを集めよう！ 

※参加費無料（交通費及び観光施設入場料は別途かかります） 

（1）リーフレット（スタンプ台紙）配布場所 

・スタンプ設置施設 

・地下鉄全８７駅 

・名古屋市名古屋駅観光案内所 

・オアシス 21ｉセンター 

・名古屋市金山観光案内所 

（2）スタンプスポット 

①名古屋城駅（地下鉄名城線北改札内エレベーター付近） 

②名古屋城（名古屋城総合案内所） 

③国際センター駅（地下鉄桜通線改札内エスカレーター付近） 

④円頓寺商店街（長久山円頓寺向かいの赤い掲示板付近） 

⑤文化のみち二葉館（受付入ってすぐ左） 

⑥熱田神宮伝馬町駅（地下鉄名城線改札外券売機付近） 

⑦大須観音駅（地下鉄鶴舞線改札内） 

⑧大須商店街（大須商店街連盟エレベーター前 東仁王門通のクラブグランパス横） 

リーフレット表紙 



内 
 

 

容 

⑨覚王山駅（地下鉄東山線西改札外券売機付近） 

⑩揚輝荘（聴松閣 1階玄関ホール） 

⑪桶狭間古戦場観光案内所 

（名鉄有松駅より市バス有松 11・緑巡回「桶狭間寺前」下車徒歩 1 分） 

※名城線・桜通線周遊①～⑥、東山線・鶴舞線・市バス周遊⑦～⑪ 

※スタンプを押す順番は自由です 

（3）記念品 

ア 中間賞 

名城線・桜通線周遊 6 スタンプまたは東山線・鶴舞線・市バス周遊 5 スタン

プいずれか達成でオリジナル缶バッジ 2 個セット進呈 

イ 完全制覇賞 

全 11 カ所のスタンプすべて集めて、オアシス 21ｉセンターまたは名古屋市

金山観光案内所で応募はがきを受取り、最寄りポストへ投函すると抽選で計

20 名様にマナカチャージ券または大須商店街商品券 5,000 円分が当たる！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （4）記念品引き換え場所及び応募はがき受取場所 

    ア オアシス 21ｉセンター 

時間：１０時～２０時 

イ 名古屋市金山観光案内所 

時間： ９時～１９時 

備
考 

 本件ついては、１月２１日、市政記者クラブへ資料提供しました。 

   （観光文化交流局観光推進課 内線2406） 











幹 部 会 報 告 事 項 
令和 7 年 1 月 27 日 

健 康 福 祉 局 

事

項 「令和６年度冬の緊急支援給付金」支給の開始について 

内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

容 
 

 
国の総合経済対策に基づき、物価高騰の影響を受けた低所得世帯の方を支援す

るため、「令和６年度冬の緊急支援給付金」の支給を下記のとおり開始します。 
  
１ 支給対象世帯（基準日：令和６年１２月１３日） 

令和６年度分の住民税が非課税の世帯 

 

２ 支給額 

  １世帯あたり３万円＋１８歳以下の児童（※）１人当たり２万円を加算 

  ※平成１８年４月２日から令和７年４月３０日までに生まれた児童 

 

３ 支給方法 

区分 
プッシュ形式（口座情報を 

事前に確認できた方） 

申請書形式（口座情報を 

事前に確認できなかった方） 

概要 

対象世帯あてに「支給のお知

らせ」を送付し、変更がなけ

れば手続不要で振込 

対象世帯あてに「申請書」を

送付し、必要事項を記入して

返信後に振込 

発送日 令和７年２月５日（水） 令和７年２月１２日（水） 

支給開始日 令和７年３月４日（火） 申請書の返信後１か月程度 

申請期限 令和７年４月３０日（水）消印有効 

   

４ 名古屋市緊急支援給付金コールセンター（給付金に関する問合せ先） 

電話番号 ０５０－３１３５－３２６０ 

受付時間 平日のみ 午前９時 ～ 午後５時 
 

備

考 
本件は本日、市政記者クラブへ資料提供します。 

     （健康福祉局高齢福祉部地域ケア推進課給付金担当 ２２８－２７７２） 







幹 部 会 報 告 事 項 
令和７年１月 2７日 
住 宅 都 市 局 

事
項 

熱田神宮周辺エリアプラットフォーム発足会の開催について 

内 
 

  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

容 

 
１ エリアプラットフォームの設立 
  熱田神宮には年間約７００万人の参拝者が来訪し、その周辺には七里の渡しを

はじめとした様々な歴史的資産が集積しています。こうした熱田神宮周辺エリア
が持つポテンシャルを⽣かしたまちづくりを進めるため、産官学⺠からなる多様
な主体が参加して「熱田神宮周辺エリアプラットフォーム」を設立し、官⺠連携
によるまちづくりをスタートします。つきましては、熱田神宮周辺エリアプラッ
トフォームの発足会を下記のとおり開催いたします。 

 
２ 発足会開催日時等 
  日時：令和７年１月２９日（水） １４時から１５時 
  会場：名古屋学院大学 名古屋キャンパスたいほう 
     グローバル・リンクス１階 コミュニティリンク 
  内容：エリアプラットフォーム発足宣言、役員選任、会員紹介 

 
３ 熱田神宮周辺エリアプラットフォーム当初参加予定メンバー（50 音順） 

熱田神宮駅前地区まちづくり協議会 公益財団法人 名古屋観光コンベンション
ビューロー 熱田湊まちづくり協議会 

あつた宮宿エリアマネジメント株式会社 名古屋市 
あつた宮宿会 名古屋商工会議所 
株式会社ＭＴＧ 名古屋鉄道株式会社 
東海旅客鉄道株式会社 ＮＰＯ法人 堀川まちネット 
独立行政法人 都市再⽣機構 中部支社 水辺とまちの入口ＡＣＴ株式会社 
学校法人 名古屋学院大学  
  

 

備
考 

本件は、令和 7 年 1 月 23 日（木）に市政記者クラブに報告済みです。 

（まちづくり企画部まちづくり企画課 内線４４７９） 


